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原
始
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會
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史
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史
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献
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世
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古
の
も
の
で
、
且
っ
、
’
そ
れ
が
當
時
の
土
地
所
有
者
自
身
，が
作
製
し
た
11
.接
資
料
で
あ
る
。
^'
に
；胜
來
.の
；多
く
の
.資
料
が
單
' 

贮
尠
三
箬
た
る
.|
3
述
的
歷
史
家
に
ょ
っ
て
一
種
の
報
告
と
し
て
記
載
せ
ら
れ
た
^
の
>'
ば
異
な
ゲ
.ポ
：

『

：
の
古
文
書
と
見
做
さ
る
べ
き
で 

轵
今
ぺ
然
1>
な
が
を
、̂
之
が
直
接
資
料
で
あ.り
、
世
界
最
宙
の
本
の
で
あ
る
と
し
た
と
こ̂
で
.、.
之
が
土
地
所
肓
形
_

の
最
古
の
狀
態 

為

す

I

I

裳

I

言
ひ
f

れ
な
い
。
へ
.

.

.

.

.

デ
 

ぐ， 

/;
'
:抑
々
、
資
料
啟
る
：,1
»
.0
應

例

<
へ
そ
れ
が
直
接
資
料
な
り
と
し
て 

が
、-
そ
れ
ば
填
典
そ
：の'.發
見
;;
^
れ
た
る
僮
如
激
^
部
分
で
し
か
な
い
謂

と
：は
$

じ
本
言
ひ
得
6'
'
れ
.ず

-,
:
:
'且
、，

)

文
献
的
資
料
と
い
ふ
も
の
 

> 
即
身
か
キ
の
ー
如
き
記
錄
文
書
を
作
製
す̂
I

.ふ
事
は
、
旣
に 

其
文
化
が
、
原
始
的
人̂

坐
活
か
:.
6
遙
か
^
隔
っ
^
高
い
水
_
に
あ
^
た
：時
の
%
の
^
取
る
か
ぢ
ゴ
從
<>
て
、
；之
を
以
，て
真̂
 ̂

な

：
出

地

：
所

有
.0
狀
態
を
#
體
的
^
把
撞
ず
^
と
：；い
：ふ
や
ぅ
な
事
は
出
來
な.い
^-
い
は
^
け
れ
ば
な
.ち
ぬ
"0
然
し
只
そ
れ
が
'
其
時
代
の 

直
^

料̂
で
.
.あ
妙
且
^
次
献
で
：あ「

岑
と
ぃ
，ふ
'^
け
^.
〒
他
.の
：種
類
.；
の
餐
料
ー
に
比

.
3て
精
細
セ
あ
る
尊;<
?
;確
實
^

効
猓
^
各
.證
明
ぬ
具
た
り
#
る)

の
^
な

：
ら

：
ず

、

'其
確
實
且
：っ.精
細
紙
ぁ
.名
：と
：ぃ
ふ
：點
か
ら
し
セ
、
是
等
の*
料
を
基
礎
と
し
t
、：.そ
1

'ょ
り
以
前
：の
蕪
資
料
時
代
：の
形
態
を
推
論
す
ベ
き
.重
^
な
契
點
を
.興
へ
石
V
の
と
.い
ゆ
^.
け
作
ば
な
レ
灯
？：

^
尙
韓
に
自
分
ハ
提
示^-
藝

料

ば

、
文
献
的̂

世
界
最
说
の
^
の
セ
.あ
.る
0
、み
^;
レ
^
:
:
‘
此
資
料
€>
•
#法
し
た
地
.域
に
於
て
•
霉
時 

代

を

卯

續
^
±
史
的
燕
絡
を
な
芡
も
こ
ろ0
他
の
齓
接
資
料
於$

.
灰
柃
で
傲
り
、
^
れ
亦
自
分
§
承
元
に
存
注
レ
て
か 

是
鲁
も
共
に
此
較
對
脱
し
ぜ
其
間0;
史
的
發
展
0
«'
情
$:
'
研
蕻
し
で
：兒
_
ぃ
拉
思
^
0 
. 

:

:
パ
V

'•
■

'

.

.
 

‘ 

.-
ぃ
鴉
が
棼
で
世
界
最
古
の
女
献
的
資
料
キ
い
ふ
の
は

1

九
ニ
六
年
に
オ
ク
スフ.
ォ
V
ド
大
學
ア
ッ
シ
リ
ア
學
敎
揆

g, 

L

s

g

l
氏
に 

ょ
づ
て
發
掘
及
沃
痛
吿
さ
れ
た
炙
の̂
西
紀
前
^

年̂
代
の
も
办
^
蒙
さ
れ
て
ゐ
る
ゃ
こ̂

方
本
論
で
は
’
此
嵌
古 

き
同
；
地
帶
^

.^
や
-€
-
:.作
製
さ
ー
れ̂

西
紀
妳
三
申
年
代
の
：|
.
メ̂
細
期
及
び
宋
期
に
至
る
時
代4
^
 ̂

ロ

.:

さ
て
冷
此
文
献
資
料-の
發
掘
場
斯
戍
メ
ソ
诔̂

ネ
ャ
の
古
代
^

現
在
の
ア
ラ
ビ
ヤ
人
が

Je

日det 

Nasi
：

と
呼
ぶ
小
村
で
あ
り
、
其
所
の

I

小
反
を
發
掘
し
た
結
果
、
そ
れ
が
古
代
の
小
都
市
の
遺
跡 

で
^
同
時
.ぬ
此
都
市
が
西
紀
前
叫
千
年
以
前
か
ら
旣
に
建
設
さ
れ
且
つ
そ
れ
が
西
祀
前
三
节

^

■

耖
る
事
も
制
明
し
た
の
で
あ
る

”

 

, 

.

-

.

0

.

.

 ̂

:
 

- 

’

>
此
都
市
被
周
壁
約
九
十
來
に
规
十
五
來
で
、
尙
其
外
剗
に
^
往
民
が
居
た
も
の
.で
あ
ら
ぅ
が
何
れ
に
し
て
も
小
地
域
に
過
ぎ
な
，

/>
タ 

M

^

^

.

8
の
竣
し
た
文
献
：は
後
以
：橛
形
文
字
の.原
»:
で

あ

：
名:£
こ

ろ
の
象
形
文
宇
で
*
か
れ
、
へ̂

^

«か
に
1

へ̂

ル
：
人0
交
字
で 

省

幕

：尙
用
謗
4
シ
沈
メ
ル
語
で
書
表
は
さ
れ.て
^
渴
の
脅
あ
る
が
、
共
文
献
の
$

に
黎
杏
^
ぐ
も
人
物
像
の
卿
影
が
殘
隹
れ
て
ゐ 

て
_
そ
0
:押
#

篇
ょ
.石
と
クn

•
メ
ル
人
^
ft
人
種
的
に
異
夕
て：

ゐ
る
ア
ッ
カ
想
人0

様̂
が
明
確
に
_
は
れ
て
ゐ
名
0
而

し

：
て
：
、

之

が
 

此
出
版
龙書

®:

作
製
者
自
身
を
表
は
す
も
の
と
す
れ
ば
、
0是
等
の
ア
ッ
力
ド
ん#

^TI: 
メ
ル
人
の
：文
似5:
.:

耿

り

人

れ

た

も

の

と

の

推

定
 

''
'
潘

欢

の.走

'所
有.並
测

版

記

，
錄

 

( 

六

九

a

s

.

n..



- ....................— — f-------------  ̂    L ______ 1 F %

’ n
.......................................................   '■ ' ' : ■' . . .• . __ . . . . - . . .  * . ■ ■■V. J

.. ;. -.!..:1

.

古
代
の
土
.地
所
有
並
测
地
記
錄
 

r

寧

I

与
 

が
な
さ
れ
る
譯
で
あ
る
:0
. 

. 

■.

■ 

- -•+•.
.
.
.
,
•
’
■:-
•.
.

%
'

.> ̂

... 

V
\
J 

- 

f
: 

.へ'.
'
:
......

:■
•
尚
是
等
め
-^
版
文
献
の
中
に
キ
シ
市
の
主
神H
-V
. 

キ̂
の
名
を
記
し
た1?
)
_の
が
あ
る
。
而
し
：て
、
此
キ
シ
：市
は
甜
に
記
し
た
5
り 

J
l
e
t

 

か
ら
十
數
哩
.の
地
點
に
あ
つ
た
宙
代
都
市
で
、
同
じ
くア
ツ
^
ト
人
の
根
鑛
の
'
ー
で
あ0

^

0

然
る
に
此
> 
に
ラ
ガ 

シ
市
の
虫
：职
ハ
ツ
ハ
ル
の
名
が
あ-1
)
、
此
ラ
ガ
シ
市
は
南
方
地
帶
の
都|1
/
で
シ
ユ
メ
.ル
人
の
根
據
地
の『

で
あ
‘る
0更
に
此
南
方
の
シ
ユ 

メ
ル
^
と
、.
.北
方
の
ァ
‘ッ
ヵ
ド
人
の
居
住
地
の
了
搜
中
間
に
所
在
し
な
ッ
プ
ル
、市
の
f

v
,
リ
ル
神
に
關
す
る
記
載
も
亦
此
文
献
の 

'中

に

本

念
^
洳

浼

，海
等
：窓
都
市
は
當
時
旣.に
'#
■

■ 

，
メ
ル
人
と
は
人
種
的
'に
異
っ
て
ド 

#
が
：馨

和

的：

混

接

銮

倉

':
^
>推
'淀
出
：部
る
の
；で
あ
る3
 

.

.

.
 

'

\ 

-
 

.V

.

ヽ.
.,..

•«
.

,
ぐ
，.

V
I
' 

■;
••
■
.
.一、.：.
'
:
;
:
フ

..
V
-

.
: 

.'.
V
:
-
:
'

';.
:

:

然
し
な
が
ら
、
佌
時
代
の•.經

霊

活

が

、
淌
多
べ
の
倔
始
性
鑫
有
：法

：
_

:
の
；だ
か
ち
'.
;
;
'̂

^
名
;0
此
時
代
0
文

献

の

蒐

錄

そ

て

甘
^

皆

8

“
|
广
旅
び
に
、
大
英
博
物
館
所
藏
の2
さ

M
a
n
u

日
I

—

、
ま
と
ま
っ
た 

も

の

，
と

じ

て
.は

、
，
な3

が
ら
發
掘
し
た
噙
め̂■
、
笔

め

货

錄

で

あ

名

舍

署0
'-
:
n
>
i
m
e
I

氏
0
硏
究
發
表
な
.̂
が
あ
る
が
、
何
と
い
つ 

て
^

^
其
#
■
の
最
古
の
も
の
は• s. 

L
a
a
g
d

o'n 

氏 
Q
o
x
f
o
u

wditipn 

of :.qun 唇
！：

日

、̂
蒼
 

th

<?,;A;s^molea

.tJ.: M
u
s
l
i
m
,

,s
-
2
8
.
.
で
^

^

a 

. 

，

へ

.

'

 

.

.

•

 
-
 
-
 
'
 

.

''
'''•
 

.
 

ノ
 

.

■

: 

.

--
•

て..'...

:此
^

^
に
は
約
百
.笠
十
' ^
の
，土
^
文
觫
£

寫
が
軟
せ
'て
あ
|,
:
が
、
此
中
で
：、.翁
地
に
直
接
關
係
あ
る
®

は
第
 
一
A-
-
號
、
，
第
一
一
一
四 

號

，

ベ
第
凡m

驢
、
M

九
七
號
、
：第
加
九
號'
■
6

0
號

：
、
第

'々

間
接
な
が
ら
壬
地
：中
耕
作
^
關
す
る
も
0
:ん
4
.る
事
は
勿
論
だ
が
3
兎

も

角

、
：へ
；上

餡

の

备

號

^;
し
：
て»
寫
發
表
し
た
^
は
、-
バ

P'
ン 

歐
代
に「

耕
地
：

」

を
意
味
し
、
.叉
、ゾ
.チ
.メ

益

於

で

赢

..
:■但

し
^
，

は

原

始

伯

為

初

期

o'
文
献
に
此
猶
：か
記
載
が
あ.る
と
1>
て
%
、
：
：
後

，
の

法

的

文

書

に

於

.て
> 
第m
者
に
對
抗
す
る
意
味
か 

ら
、
自
己
又
は
或
る
諧0
:所
有
權
を
明
確
な
ら
し̂

.る
と
い：

ふ
や
ぅ
.，な
目
的
に
^
つ
て
：な
さ
れ
：た
も̂

で
は
^
く
：、
要
す
冬
に-
' 其
時 

.の
^
地
か
所
姓
.全

記

し

、
，
:«
法

她

：
の
_

獲

蔼

次

は

收

穫

物

<0
:
保
菘
等
を
嘗
き
淺
す̂

め
^
作

數

た
'*
.の
を
認
め
も
れ
る<7
)
で
ぁ
る
0 

I

是
#
め
.冲
で
3
.記
錄
|

明
續
で
且
づ
土
地
の
區
別
：と
共
に
：其
針
算
ま
で
が
記
ざ
れ
て
ゐ
：る
第
：ー：

.
0

 ̂

. 

,
此
，第〕

，〇
〇
號
は
外
の
も
の
と
同
じ
く
土
版
で
其
兩
面
共
.に
記
載
#

^
る
が
、

「

片
面
.の
方
:«
少
し
<
中
0
で
、
所
謂
コ
ン
ザ
土
ッ
ク

. 

^

な̂
.し「

て
^
る
杧
返
货
.
：

：1 

.方
妨
平
面
と
.な
つ
て
ゐ
ふ

0
:

^
平
萠
め
方
は
常
に
卞
に:D
て
置
か
a
る
か
ち
、記

錄
.'
%
裏
询
と
認
心
4
き 

で
^
る
が
ノ
來
^
出
^Q

辟
そ
の
；裏
面
の
方
で
あ̂
。
即
ち
其
平
面
を
、
中
央
；に.縱
：の
|
線
を
引
い
て
左
右
に
當
分
し
、
遵

方

$
擱 

,5
:
更
^
上
中
下
の
1
|ー
暌
に
區_
じ
、
其
洛
々
：に
、
別
々
な
土
地
と
其
面
積
と̂
^
し
、
そ
^
:ー|ケ
僻
の
±
_
の
合
訐
面
積
を
左
方
の
大 

き
い1

面
に
記
錄
し
た
も
の
で
あ
る.0
. 

. 

v
^
:

:
面
積
を
示
す
計
數
的
數
字
は»-
な
る
圓
<¥
:
か
楕
圓
と
か
で
、
：
文
字.と

-v
>
ふ
よ
り
記
號
.と
見
：て
いi
位
.で
、
尙
そ
の
各
記
號0
.數
價
私 

り
計
算
な
り
が
•
現
在
の
學
界
-で
ん
充
分
判
明
して
ゐ
る
と
'い

ふ

，

で

は

：
な

い

か

ら

、

一

先

づ
、
之
を
後
廻
は
し̂

し

て

.、

.
土

地

の

名
 

跡

的
記

載
.5
:
擊
け
る
事
と
.す
る
:-
0

,

: '

ノ'

(

：....

へ.
.
' 

.

右
方
上
^

！

i

は
^

の
畑
地
し
と
必
り*
唞
段
.に
は「

長
い
土
地
J
T段
に
，は「

長
方
形
：の‘土
*

ン
S
 

は
各
々
の
^

£
號
.が
附
記
'1
.
て
あ
^
'0
:
. 

:
-
.
,
■
:
:■
'入

.

.

土
版
全
體
0
半
面
を
占
め
て
-ゐ
る
左
方
0

_
に
は
，
そ
の
下
部
が̂

し
磨
損
し
，て
ゐ
る
と
と
ろ
に̂
と

讀

，む

，
で
：
，
い

\

.̂

思
は
れ
.る
文 

字
に
連
つ
て「

妯」

と
い
ふ
文
字
が
あ
る
、。
此T
と
い
ふ
字
ば
、
多
分
右
方
の
ブ
ー
個
所
の
土
地
の
所
在
^
示
ず
水
邊
又
は
於
と
い
ふ
字
と 

古
代
办
土
地
所
有
並
侧
地
紐
錄
 

く
，'

(

.ニ
，
.
s

y
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七1
1

S
 
土
四〕

ィK
-

紐
合
せ
ズ
文
字
，を
な
す

「

河
J
Xはr

河
岸」

と
い
ふ
文
字
の
一
部
と. 

,
■'想
像
さ
れ
、
河
岸
に
あ
る
土
地
と
記
し
た
も.の
•か
と
想
像
さ
れ
る
。 

そ
し
て
、
尙
共
上
方
の
一
偶
に
二
字
記f
れ
、

其
上
の
方
の
一 

’字
は
私
に
は
讀
め
な
い
。
第

一

一
字
は「

；
ル」

と
讓
む
.べ
き
で
、

■
 

.•V
せ
ば「

贈
る」

と
い
ふ
意
味
で
あ
る
が
、
此
二
字
は
他
の
多
く
の
土 

:
:
:
,'
:
'
/
版
0
記
載
例
に
：.よ
る
と
：記
錄
者
の
名^
推
定
せ
：ら
れ
るo
: 一•;( 

：
：
'■
.

次
に
^
等
の
：.土
地
の
'計
數
を
示
す
數
字
と
し
て
、
.記
さ
れ
て
ゐ 

る
の
.は
、
右
方
の
.

11

瘸
を
合
|+
し
て
、
大
圆
形
三
個
、
蛇
の
目
形 

>:
.四
個
、'小
圓
；形

十
-:
個
、
爪
型
の
半
楕
圓
形.
0中
に
小
圓
あ
：る
も 

の
.ニ
個
、
«
な

る

：
半

楕

圓

形

33
:
個
あ
り
、
：更
に
左
方.の
擁
に
'は
上
；
 

記
の
iも
の
：に
對
し
：で
、
大
圓
形
彐
個
：
蛇
の
目
肜
五
御
、

「

小
圓
形 

;

二
一
個
、
.半
精
圓
中
.に
小
圓
あ
る
も
の
~:
個
、
半
精
圓
形
五
個
が
記 

.

.

.

.
載

さ

れ

て

あ

：
る

'.
0
さ
て
此
左
右
兩
方
克
對
此
す
る
と
右
方
の
：

 
一一：
_

.:'
■'に
於
.て
は
、
小
圓
形
十I,

铸

の

，
形
四
個
あ.■る
に
對
し
、.左
：

.方
で
は
之
が
小
圆
-:
個
，
：蛛
の
目
贬
瓦#
と
な
り
，
且
つ
.其
他
の 

•

.
數
字
記
號
は
贫
右
と
も
何
：の
變
化
が
な
い
專
に
氣
が
#
く
だ
ら
う 

が
、
其
結
果
と
し
て
小
圓
形
十
個
の
數
價
が
蛇
ゎ
目
形

一

個
の
數

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

-

 

*
 

♦ 

.

■•
«
に
等
し
く
、
且
つ
之
は
十
進
法
に
相
當
す
る
、
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
此
左
方
は
右
方

0
合
it
で
あ
る
と
見
做
さ
れ.る
譯
'だ
が
、
然 

.し
尙
各
數
記
號
の
が
明
確
で
な
い
。

L
s
g
d
o
n

氏
は
之
に
對
し
、
半
楕
圓
をH*
旨

c

g
a
n
>
.

即
ち
耕
地
の
一
單̂

と
な
し
べ
- 

. 
'次
に
半
楕
闕
と
小
圓
の
紐
合
せ
を
恐
ら
く

 

6 i
k
u

な
ら
ん
と
い
ひ
、
.小

圆

をJO0
^

蛇
の
.目

を
100
Q
M.
k
uと
し
、
大
圆
を
未
於#
 

の
：儘
に
置
;>
>
巧
^

%
:<
>
-
;
同

：
氏

漱

教

し
.た
是
等
攸
：激
«
の
：推
«
に

で
も
あ
り
、
批
判
は
差
按
へ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も

L
a
n
g
d
o
n

氏
の
'指
摘
す
る
如
く
、
當
時
に
於
て
、
.旣
に
十
進
法
と
十
二
進
法
と 

が
併
用
さ
れ
ズ
ゐ
た
事
は
、
以
上0
數
字
並
び
に
其
他
の
資
料.か
ら
推
定
出
來
る_
で
、
當
時
の
文
化
が
旣
に
想
傲
以
上
に
進
步
じ
て
' 

ゐ
る
事
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬo 

,

ハ

四

前

項

に

擧

げ

た

N
a
s.H
の
時
代
か
ら
約
七
八
百
年
の
年
代
を
隔
て
た
紀
ー
兀
三
千
年
顷
、
其
所
か
ら
南
方
に
怆
す
る
：一
フ
ガ
シ

市
^
フ
ガ
シ
逆
朝
:^
樹
て
、
ゐ
た
シ
ユ
メ
ル
人-
前

の
J

§

D*
n

g

”

の
遺
跡
を
建
設
し
た
の
ば
、
北
方
ア
ギ
カ
ド’人
，で
'あ
，0
た
事

は
旣
に
記
し
'た
通
り
だ
が
、.
.之
に
反
し
て
南
方
の
ラ
ガ
シ
市
は
ぃ
そ
の
ア
ッ.カ
ド
人
と
は
人
種
的
に>異
つ
て
ゐ
る
シ
ユ
人
ル̂

で
あ
つ
. 

た
。
此
ラ
ガ
シ
王
朝
の
始
祖
に
當
る
工
ン
ケ
ガ
ル
王

(

ラ
ガ
シ
王
第
.

1

王
ウ
ル1.1

ナ
の
.先
王y

の
.土
地
所
有
記
錄
が
あ
る'
:-
.
: .:

:■
:
.

'

是
；に
據
:-
^
讓

.；泰

_
晛
扇
載
主
領
財
產
證
入
さ
れ
、.：尙
扭
地
.の
贫
穀
物
や
金
：屬
塊
：が
骷
警
れ
て
が
る
：

0”
是
等
0
點
：か
ら
見 

る
と
.前
項
に
出
1
た
.
'
1§<
1总

f

の
記
錄
ょ
り
は
遙
か
盤
備
さ
れ
て
も
居
り\.
又
經
濟
狀
態
の
迆
步
も
觀
取
さ
れ
石

..
0

.
今
次
に
其 

都
文
を
出
す〈

此
原
.文
は
四
吋
八
分
の
七
と
五
时
半
、
厚

さ

一

时
四
分
の
三
あ
る
石
版
忆
刻
し
て
あ
り
。
原
物
ば
：ベ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ヰ
‘ア
‘大 

•
V 

學
の
博
物
®
に
あ
る:0
.其
所 &

 
出
版
物
た
る( ：publica

s*
.g. , of t

h
e
.

w
q
b
y
l
o
n
i

.p
.t
j
s
e-a
-
i
o
n
. 

v
o
l
,
I
X

 

N
p <1

,

の
第11 
铤
及
第
六 

十
六
葉
に
寫
1
と
肢
文
の
謄
寫
.と
が
出
て
‘ゐ
る) 

:

/

 

•- 

:

:

:

■

.

.

:

^
代
.の
％
私
所
有
抵
觀
地
蹄
翁
 

ぐ
：.

：

2
1
1
;
.

Q
S五)

'



:
士
賴
ん
で
ゐ
る
°
激
る
に
、
同
じ
®
積
の
單
位
と
な
つ
て
ゐ
る

bui ;

に 
一|

種
あ
る
か
ら
注
意
を
要
す
る。A

nt
o
r 

D
e
i
m
e
l

の 

:

:^

l

-s
*
c
h
e

:'
'
-

L
e
x
i
k
p
n
,

へ 64
s
.

't
s
s
.
 
,

-e

2
s 
把
據
る
と
'/
>
1

..ー0
(0
異
る
文
字
が
同
じ< b

u
s

 

と
讀
ま
れ
て
ゐ
て
、

一
方 

へ.
,

へ：：
..

，,

は」

00
. 

^
 

^
以「

て

、
ハ
，
：
ー
B*
'
r
u
;
と
な

^

、
他

方

は
's
o
:
i
l
^
'

を
^て

：.

一v b
s
u
.

 •

-i
な
す
と
い
っ
て
ゐ
る
タ
而
し
て
本
項
で 

i

パ■ 
.

<

^

总
^

が
：；セ
与̂

漬
ん
：で
ゐ
る11
!

形
(?
>

^

杧
.井
筒
.そ
添
べ̂

文
字
%

ゝ
會
為
&
タ̂

擴
；
^

/•
:

r;:
.
'
i(D
究
m

同̂
；
 
一
^
:;
;
>此
方
は
.
I
s
o
^
u
,

に
當
：̂
.
”之
^
は
別
な
ふ
ぢ
は̂
^

..V.
.

.

て
ゐ
必
;o
:是
等
の
兩
汸
0
文
字
は
"
1叙
が
前
項
忆
钔
用
:1
.た
.：：1
^
1
^
0
^

發
掘
の
，
；
§
|

:

|
名
の
文
献
に
も
兩
方
と
も
に

^"

女
次
の
樹H

十
本
、

>

麥
ニ
グ
ル
，
革
の
收
入
の
た
め.の

領

域

地

、
ぃ

未

耕

地

十

‘

ブ

ル

力
.耕
驰
：八
.ブ
ル
•、

取

得

地

，
一

.
|ブ
，
ル

、
ガ
^

'0
»
物

：
十

-

ニ

0

ゾ
.
'
'ム：'ル
カ
-'
0
:>ゴ
 

.；

-
.
‘
：

い
，
.
.
：
.
.
.
.
:
.
.
.
.
.
.

. 

..'V. 

- 

.

.
 '
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•

.

.ベ

•
パ

.
：

.：
-.
.
.
.
•

-

'

-

い

.

•'
.
. 

.

.

. \

'
湿

、：
麥
1

_
ル

:>
大
周
：壁
を
有
す
ゐ
權
貯
藏
所0
周

壁

滌

雲
^
: ^

て

パ

.

：：
'

，

く
 

:
 

' 

へ

ぺ

バ

土

地

屮

ダ

抡

、
：
靑

銅

：
一

5

0
マ

ナ

，

麥
一
:

.1

マ
.チ
ハ
：
良|

.
る

所

富
0
軿
作
準
備
費
と
：し
七
。

ハ
ル'シ. ：

ッ
ト
.

•

シ
ル
バ
ク

ゾ
'
、
に
監
督
せ
し
む:0
生
許
官
.ル
.
^
^
;
:
ー1
'ム
'ル
^-

，
.
'
.
.
.
'
'
^
^
^
^ ̂

マ.
'

:

.

.

.

.

. 

.

.

.

.
-
•
. 

.

.

. 

• 

-
' 

.

' 

.

.

.

. 

*
-
• 

•
*
•
-
•
• 

•
. 

, 

• 

• 

•
, 

.

■'
.
:

來

#

^
と
し
弋
0
出
地
六
九
0
ブ
ル
、
靑
銅
|
1其

^

,

パ：.

'

く
ん
ブ

.
'

ベ
な.

^

等̂
の
.記
錄

は

袁
^
ガ
-ル
：茁
の
；名
を
記3
て
；ぁ
る
か
、ら
、
典
時
代
を
も
雅
鬼
し
得
、
へ
且
づ
何
れ
4
主
領
並
び
に
神
領
、に
關
す
る
も 

.

ノ

^
代
の
出
地
所
有
並
測
他
記
綠': 

'七
五
：

S
 ニ
S

fv
?LAT£ J!

ラガシ王朝十ィヶガル王（B. C. 3000頃；)の土地購入記錄
■ » .* i ■

■

七
'四
'.
.

a

s
 六)

. 

' 

I
、
ラ
ガ
シ
市
の
王
千
ン

」

 

.•
;

’
‘
ヶ

•
ガ
ル
の
た
め
に
.0
:耕 

:

地
三
十
-三
ブ
ル
靑
銅
1
1 

十
三
マ
ナ(

マ
ナ
は
重
量

•
01

單
位)

麥
1

0
グ
ル 

.

(

グ
ル
は
縠
量
の
'一
單
位) 

ジ
ス
の
穀
物
1
0グ
ル
、

•

耕
地
七
ブ
ル 

>
.靑
銅
十「

：ー' 

:ャ
*
.

ナ
ベ
圖
版
第I.

行)

備
考
、
上
述
し
た
土
地 

.
の
面
積
の
單
位
に
な
つ 

:

r

て
ゐ
る
ブ
'ル
と
ば
原
寫 

.

.

.
:
"'
屣
に
據
る
と
、
11
.
形
の 

,

卜
：に
井
徼
形
の
線
を5
;

^
:て
ゐ
：る
文
字
で
膨_
.

Bawton^ 
は
之
を
'"bur



古
代
の
.±地
.所
有
敢
测
地
記
錄
 

，.ノ
、
 

(

l
H
>
>

の
で
f

。
而
し
て
是
等
の
土
地
或
は
其
他
の
資
財
を
管
理
す
る
も
の
は
、
神
領
に
於
て
は
、

フ

為

す

：

.る
^

1

 

の
_肩

書

を

莩
I

の
が
之
に
當
り
、
又f

於
て
.は
、
主
計
官
が
之
に
當
つ
て
ゐ
るo
:自
分
がr

主
計
官」

I

レ
た
が
、
.原
語
は 

ラ
ル
と〕
い
ひ
、：；之

ば

證

擧

げ

た̂

m
d
e
t

 

l

r
の
文
献
中
に
も
旣S

て
ゐ
る
文
字
で
、
そ
の
文
献
で
ば

「

合
許」

と
い
ふ
意
味
こ 

";片
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る力

成

語

は
.同
時
に」

連
の
.記
錄Q

完
決
を
意
味
す
る
事
、
古
來
の
日
'本

靡

用

語

に於
け
る
r
z

」
が
,
-

締
め」

と

謂
I

I

I
れ
と
全
く
同一.

儀
式
で
I

。
而
し
て
人
名
の
馨
と
し
て
用I

れ
る
時
は
、「

$

者」

と
い
ふ
意
味
；に
な
る
か
. 

ら
上
述
■の

變

で

は

之

を一 

0 

0
- 

 ̂

 ̂

y

ル

ミ

：_

潔

'に
書
か
れ
て
t

が
、
之
は「

大
人」

§

r

-H
E
者」

と
！！

さ

れ

る

言

葉

で

ぁ

つ

て

、
バ

ビ

«:
:

ン
時
代
に
_
此
語
は
普
笛
\ 

、
の
人
名
志
て
常
に
讀
さ
れ
た
が.養

の

時

代

：に
は恐
ら
く
尙原

始

有

^
^

急

か

さ

れ

':
^

|
す
.る
:̂
第
四
_

_

馨

繁

單

篆

讓

ヤ

.な
べ
、
養

中

'尙
此
記
錄
袅
て
：注
意
す
べ
き
は”
最
後
0
神
領
地
に
對
與
之
を「

貢
入
れ」

た
る
事
を
明 

'れ
る
文
字
で
嚷
時
«
以
後
バ
ビ
ー
ロ
ン
時
代
べ.

5

實
契
約
■

が
す
場
合
農
く
用
t

れ
：
2

ン
ヶ
^
ノ

班

時

ォ

爲

べ

揉

論

買

契

約

霞

爲

が

產

以

名

完

め

蝱

農

把

讀
|

代
«
と
し
て
、,何
物
か
|

手
者
|

付
|

れ
て
|

と
い
ふ
原
始
：！S

行
爲
f

脫
却
し
て
ゐ
た
。
'即
ち
交
換
財
々
し
て
の
貨
幣
的
地
位
に
党
つ
も

Q
-M
生
,

U

し
t
穀
物
が
用
ゐ
ら
れ
、

又
金
、
銀
、#
銅

彳

翁

.
fて
ら
れ
I

も
推
定
さ
れ
る
が
、
具
體
的
に
文
献
を
以
て
之
を
證
明
す
る
林
料
は
，
此

^
代
に
ょ
- 

な
い
。
就
て
f

此
關
係
I

瞭
I

:
し
む
.る
次
の
時
代
の
資
料I

げ
I

t

や
I

:;
'
し

.：

.ン

シ

^
^
^
^

,■'
.
'
;•#
項
M

.'
o
文
.献：亦

1

フ
ガ
；シ
生
朝.

エ
；ン
女
汸
ル
生.時
代
の
も
ゎ
だ
亦
、
此
王
杧
次
ぎ
ゥ
ル.}

I
ナ
王
、
ア
ク
ル
方
ル
注:>
, 

;H 

T
ン
»

 

劣
辩1

也
茁
雀
|

さ

尊

た

巧

此

：
エ

ヶ

：
^

デ

ら
.ぅ
3
而
?-
1
>セ
：此
王
ぬ
名
逡
書
す
：る
餡
錄
中
來
击
地
寶
罵
に
關
齡
る
も
や
が
^
る
3
;
'
原
物
は
煉
瓦
セ
»
兩
11
に
_

;1
>

.た
^
の
だ
0.
原 

文

は

ゼ

屢

宁
0
茗

朁

，の
，_
§
&

€

3-?
&

«:
肯 

2

2-°
v

に
出
で
，ゐ
る
が
典
日
本
譯
は
次7)
如
く
で
あ
る
。

■ 

I
 

V 

-*
.

- 

ノ.：■:
. 

'
 

■-
,
 

.
f
.
l
K
” 

.

.

.

. 

,

i

:

.

.

/ :

碎
ア
ジ
ナ
ツ
ム
o
T-
ク
ル
ガ
ル
の
子
に
し
て
ラ
ガ
シ
國
の
聖
王
、
ア
メ
ル
ガ
ル
の
.兄
弟
な
り
。

:

パ

'

、
，
，

■:
-神
託
‘に
據
り
.-
.
'
»
:
_

園
六
〇
〇
サ
ル
及
ニ
〇
〇
サ
ル
の
地'を
璧
マ
ナ
を
以
て
^

れ̂
、
霧

を

襄

し

、

：：：

其
所
有
は
確
萣
せb

n 

■，
。
^
記
の
丽
積
.の
單
位
サ
ル
ば
前
に
出
し
たf

3t
は
^a

n
:

の
.一
八
0
〇
分
の】

で
あ
る
o(

シ
1
メ
：ル
及
び
バ
ビ
；ロ
；シ

(

の
.評

算

は

端
 

數

：
は

皆

分

數
.に

ょ

つ.て
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
裹
後
：：に
出
ず̂
:數
式
(D
.通
り
で
あ
る
。

)

さ
て
、
上
記
の
ム
ロW
八
〇
Q
サ
ル
<0
:
庭
«
を
銀
ま
マ 

.
_
で
實
入
，れ
て
灯
各
が
之
；は
後
代
の
：記
錄
妥
ぬ
»
す
¥

比
し
て
非
常
な
高
價
ど
な
つ
て
が
る.0
地

代

.
は

原

始

險

代

程

安

い

狀

態

允

あ
 

名
€>
.

が
普
通
な
：の̂

4
栽
.で
は
之
れ
と
反
七
て
特
に
高
惧
な
の
は
.:(

此
時
代
0
交
換
標
準
が
明
確
で
な̂

の
.：に
漫
^

此
を
妄
斷
，す
る
事
が
出
來
な
い
が

)
_

此
»

買
が
神
託
に
據
つて
ゐ
る
ので
、
恐
ら
く
其
土
地y

神
苑
.と
し
て
賈
人
れ
ら
れ
た
か
と
想
像 

;
さ
れ
；る
が
を
，
後
代0
普
通
^
§
標
準
ゼ
比
較
す
る
事
は
寧6:
無
理
な
事
：で
あ
ら
ぅ。

.

-
,

.r 

.さ
^
:'
'

;

>

«

の
エ
_

#
料
と
し
て
使
用
す
る
以
外
、に»
く
‘の
如
く
賣
買
の
申̂

^
と
し
で
、の
交
換
財
即
ち̂

* 

.鐘

：義
に
於
本
使
用
さ
れ
た
事
は
之
を
以
て
明
徵
と
す
る
事
が
出
來
石
。

(

而
じ
セ
此
場
合
ノ
銀
は
單
な
ー
る
銀
碑
で
あ
各
事
も
あ
る
が
，

.之

を

雜

卷

1>
:^
;
芡
：̂

形
ゼ
1>
た
ッ
尙
當
時
の
交
換
財
と
し
て
は
: «
の
外
::
>
ー
靑
銅
、
銅
等
が
充
當
さ
れ
た
が
>

_

關

係

：に

.は

主

と 

し
そ
黢
物
が
索
で
&'
れ
た
0
.、其
^

^

賃
料
起
_
セ
^
穀
物
を
以
て
^,
^

#
れ
_

が
^

^
朝
の
'末
期
即
.ち
第
九
玉
'ゥ
：ル
ガ
ギ
ナ 

<
麗

前

1
突

35
:

0
遺

)

め
記
錄
：に
残
夕
て
ゐ
,

：又
當
時
是
.等
の
物
の
飲
尊
と
し
て
；檩
準
訐
量
の
.方
法
：が
存
在
し
た
記 

V

' ^
代
の
击
她
财
有
诡
測
她
骷
錄
. 

:
:
七
：七
.

_

ニ
九)



I

走
所
有
I

黎
 

欠

/ 

I

即
ち
西
紀
前
二
八
：8

每
代
の
_麗
に
出
て
ゐ
る
。

,7
:

’

，.
；，：

，

彳

が

报

當

ヒ

發

達

以

_

作
に
|

序
1

1

物
が
使
用
さ
れ
た
_

は
.

§

§
し
^

の
中
に
、
？

象
形
彥
と
し
て
明
に
其
^

I

I
し
て
ゐ
る
し
、
毕

、
明

馬

、
驢
S

就
て
I

さ
れ
て
ゐ
る
1

ラ
ガ
シ
王
:
 

遍

期

鹿

錄

连

尊

に

|

々
|

|

|

其
I

者
1

か
に
し
た
事
が
見
え
て
1

1

1

1

す
る
事
が
I

る
o
fe
領
雄
r
神
領
地
I

I

 

ぁ
I

。
f

エ

I

率
さ
れ
て
ゐ
た
，
此
農
夫
f

;
勞
麝
件
は
明
か
I

い
が
、
.着
資
料
と
し
て
穀
物
、
酒
8

を
支
給
さ
れ
I

が
文
献
に
見

i

朝
は
V
西
1

1.

六
五
〇
年
頃
I

ル

募

ナ

：i

以
て
終
I

I

て
.ゐ
る
。
此
王
が
淺
し
た
法
制
的
記
錄
や
壬
わ
蒙 

f

 

_
錄
等
裏
つ
一
て
.

I
が
、
：同
時
に
‘
f

の
"如

邊

ゐ
_

I

實
が
期
■

し
I

s

れ
て
ゐ
る
o
纏

直

屬

歷

官

等

福

音

苦

し

哼

：、
^

^

f

 I.

ほ

I

I

I
し
I

因
|

は
、
：別
|

者
|

|

|

姦

隸

制
|

は
略
す
事
と
す
る̂:

0

'
/
:
 ̂

:

. 

. 

. 

.，
一

-

.

.

•

二

. 

六

.

'
 

. 

■

：

ぐ
へ
'
，

:

'

'

.

V 

ぐ

4

述
し
た
ラ
.ガ
シ
市
の
：ラ
ガ
I

朝

が

霞

に

：瀕
し

草
ヵ
樹
つ
：た
力
' 

f

な
く
ァ
ッ
：カ
ド
市
の
サ
ル
ゴ
ン
表
た
め
農.1
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
此
サ
ル
ゴ
y

 

_

_

 §

1

§
 

は
北
方
セ
.

I
の
雷
ケ
ッ
、カ
ド
人
と
南
方
の
シ
ュ
メ
ル
人
蠢
を
統1

し
て
；、
，自
I

，
メ
ル
、
‘ナ
ッ
カ
ド
國(

原
語
で
い
へ
ば
、
'

「

f

キ
ン
^T

ク
*;ゥ
リ.

」

：.即
ち
：
.

h

シ
ギ
國
ケ
リ
國)

の
王
h

稱
し
た
タ
此
主
は
其
生
涯
を
殆/1
>
ど
外
征
に
費
し
た
か
ら
、
征

戰
<2
>
記
錄 

は
蕾
に
豐
富
だ
が
ノ
經
濟
的
記
錄
は
割
合
に
少
い;°
此
サ
ル
ゴ
ンWC

在

位

五

：
十

五

：
年

)

の
次
.が
リ
ム
：
シ.チ
王
.

(
在
位
九
年)

で

、

第
一

1

一
 

代
.が
マ
ァ
ン.
イ

シ
t

r

K
ス
玉(

在
位
十
五
年)

で
：あ
る
。
オ
タ
ス
フ
ォ
1
ド
大
學
所
藏
の
コ
ニ
稷
形
の
年
代
記
錄
し
にょ
る
と
第
一一
代
リ
ム 

シ
チ
は
ザ
ル
ゴ
.ン
，
子
で
、
.マ
ア
ン
.イ
シ
ユ
>-
:
.ス
王
は
リ
<
シ
>
の
.兄
ど
あ
る
'0
• 

- 

:

'

.へ

.

此
第fi

ft
■マ
ア
ン
.イ
ダ

4
ト
ス
o
fa
^

が
あ
る

土

地

買

收

の

，
明

確

な

記

錄

が

あ

名

/o
此

記

錄

は

.
西

紀

一

八

九
八
年
の
四
月
に
メ
ソ
ポ 

ク
ミ
ヤ
北
方
山
她
の
古
代.
5ス
、ム
地
方
の
主
都「

ス
サ」

の十：！

跡
か
ら
發
掘
し
た
方
尖
碑
に
刻
つ
.て
あ
つ
た
も
の
だ
。
此
碑
の
發
昆
後
六 

日
に
し

て

、

叉
む
や
同
.所
か
，ら
此
王
0:
子
>
:
,
オ
ラ
.ム
；
シ
i

の
戰
勝
記
念
碑
を
發
見
し
た
の
だ
か
ら
、
.此
方
尖
碑
も
ア
I

F
王
朝
に 

關
係
す
る
も
；の
だ
と
 
ー
4
事
は
誤
り
が
な
^
ら
し
い
0
;而
し
て
>
、此
方
臾
碑
の
第¥
面
に「

：キ
：シ
诉

が
、

^tr
〕

買
^
<
た̂
土
地
#
キ
ジ
市
：に
在
つ
た0'
:と
、
當
時
此：

キ
シ
市
が
ア
ヅ
ギ
ド
王
朝
のM

つ
下
に
あ
つ
.た
の
；だ
か
ら
、
：.此
ア
ッ 

:カ
ド
0.
主
5:
'
;^:
シ」

市
の
王
と
歡
し
た
事
も
當
然
と.風
は
れ
る
0
::
'
:
;.乂 

•っ
' 

.

,•
;パ

f
此

適

碑

：
に

は
>
第
七
面
.に
は
士
ハ
擱
1
!
1
三
七
行
、
第
ニ
面
に
は
十
四
攔1
|五
0,
行
，
：第
三
面
に(

は
ニ
十
四
擱
六
〇
1
行

.

.
第

四

固

に
 

ば
：

ri

十H

麵

證

1行
合
訏
七
十
六
_
、
千
瓦
百
十
九
行
と
い

(

舊

：
文

：
の

忽

弋

其

內

容

4
1>
:

_

八

事

項

の

盎

其
結
搌
と
じ
で
虫
地
所
有
がa
猶
的
' #
實4

な
ク
た
廣
が
記
鳴
し
て̂

冬

.其

中

で

，

第
一

1

面
に
記
す
'碁
項
だ
け
ゆ
其
面
積
の
部
分 

;

が
破
損
：レ
て
不
明
だ
が
、
ー
他0.
1
|ー
面
0
^
^

-
即
ち
、
第
ネ
面
に
唐
ー
事
項
合
^

1

‘
三
ロ
一
三
ガ
ン
。
第
三
面
に
.は
3
:
1
.
ー
事
項
合
計
六
々
四
7'
\
〇
ガ
ン
:0
第
四
面
ぬ
ぼ
5
 

1

ヤ
六
方
-

上
記
七
事
項
總
訛
八
’
九
ニ
九
ガ
ン
で
多
る
 ̂H

a
r
p
e

ャ
；氏
に
據
つ
.て
'窗

ン

「

を
更
に
我
が
段
別
に
換
算
す
る
^
二
^

七
反
步
餘
.に
な
る(

馨

.校
ょ
<>
.て
：紫

算

率

に

異

雰

：あ
る
壤
に
：注
韋
乞
：：囊

ら

ば

、
：へ
此
出
地
購

^

. 

>
-

—

代

の

土

地

所

有

並

燦

地

骷

錄
'

■

ぐ

:

:
七

九

0

5

3
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B. C. 2500頃
* ,

贫
代
ヴ
土
ー
地
所
有
並
測
地
記
擎

‘

.

め
、
政
治
的
、■征
服
. 

的
野
心
を
收
め
て
巧 

み
：に
商
業
的
利
得
を 

ご

.
'獲
得
す
名
，栏

力

め

，
 

:::

，.た
？
命
此
市
の
由
神

.
V
:
,
:
.エノ
ンV

”
：
ル

は

.
雨

民

ぐ

：
.族
共
に
之
を
崇
拜
し 

た
か
^
、n

ッ
ブ
ル 

市

：
は

此

神

の

一

信

仰

を 

■
へ
振̂:
か

ざ

し

て

其

地
.
 

T

::'

''
位

を

平

和

裡

に

吏

持
 

し
得
た
：|

0
で
ぁ 

:
$
、
•
&
つ
當
時
の
契
‘
 

約
の
如
き
も
多
く
此 

;;
神

蠘

に

セ

行

は

：
れ

、
 ゝ

:
•.
同
時
に
其
文
書
を
此 

ハ
'
'
#駿

吼

贮

保

存

し

：
た

八 i

 

: 

C 
ニ 
i

v

:
'
;古
代
0'
«出
姬
所
：有
並
侧
地
記
錄:;
'

丨

:

A-
0 

.

o

H

g 

ゐ
る
分
を
許
上
す
る.と
1
ー
萬
四
^.
邮
步
餘
と
な
り
、
，而
し
て
是
等
の
土
地€>
'
買
收
憤
格
は
銀
許
算
に
て
五
百
五̂
マ
ナ
に
^
る
}0
.
,.
| 

碑
文
中
に
、
此
銀
Ht
算
と
共
良
、■之
を
當
時
の
.穀
物
.

(

穀
物
の
穂
I

形
_

で
表
は
さ
れ
、
之i

■

響

、
恐
I

麥
で
お 

ら
ぅ
。)
と
の
換
算
量
を
明
記
し
、
わ
れ
に
は

「

標
準
訃
量
.の
於
.
.
.ー.グ
ル
に
つ
き
銀
：ー
シ
ク
が

」

ど
あ
る
'-
0
敝
1>
:
,で

出

地

，
ー

ガ

ゾ

は

銀 

評
#
三
シ
ク
ル
三
分
の.一
に
當
り
、
從
で
土
洛
一
ガ
ン
は
穀
物
ゴ
ー
グ
ル
三
分
の
一
ぬ
當
る
。
さ
ぅ
す
る

.と
、
上
記
の
土
地
：の
買
入
®
格

を
證
に
換
篇
ヤ
る
：F
日
來
穀
量
ザ
約
东
萬
孩
弱
が
お
欠
&

量
は
當
時
エ
萬
五
チ
人
の
人
ロ
弩
--
*
^

當
時
の
收
徵
量
が1
人」

紙
約
七
石
，で
あ
る
か
ら
、
七
千
人
の
勞
働
量
贮
相
當
す
.̂(

此
Bf
算
根
據
は
井
上
の「

シ
ュ
メ
ル
，に
於
け
る
奴 

隸
制
成
立
期
の
研
究j

に
詳
記
し
て
知
.る〕

.

.

;
ベ

:

備
考
*
銀
は
六
0

シ
.ク
ル
で
一
マ
ナ
と
な
る
が
故
に
、
、前
に
出
し
た
エ
ア
ン
ナ
ッ
ム
王
が
、
神
託
に
よ
つ
て
賀
入
れ
た
神
苑
の
.值
噌 

は
、
甜
續
が
一
ガ
ン
0-
十
八
.分
0
八
即
ち
’八
〇
0 '
サ
ル
で
あ
.る
の
に
其
價
楮
、銀
.五
.マ
チ
即
為
i

G

oシ
ダ
ル
に
相
當
し
て
ゐ
る
。
'
之 

.

.

.は

、

其
後
約
一1
O
0苹
を
經
た
本
項
の
マ
ア
ブ
ィ
t

ト
ス
王
時
代
の
_
地

賣

霍

格

窗

ガ

シ

：§

し

銀

丰

シ

：
ク
.
迄

 

一
m 

■
當
る
の
.と
比
較
す
る
と
非
常
な
覆
に
當
る
か
ら
、
そ
办
神
苑
の
價
は
普
通
0;
德
準
か
ら
遙
に
遠
.ぃ
事
に
.法
意
を
耍
す
る
'0
-'
;
;'
:

:

七

‘

.

 

'

 

.

‘

■

-.

-

.

;

以
上
に
®
げ
'た
土
地
所
布
又
は
賢
買
に
關
す
る
文
献
は
、
，國
王
の
領
地
又
は
神
殿
の
領
地

’に

屬

す

，
名

も

ね

で

あ

名

が
、
個

人

^

^

の 

形
態
が
存
在
し
衣
礙
は
西
紀
前
ニ
六
五
〇
年•頃
の
.ゥ
ル
力
ギ
ナ
王
の
仁
政
を
頌.し
：た
記
錄
の
中
に
，
.神
官
等
の
た
め
に
農
民
の
土
地
が
.
 

缒
斷
せ
ら
る
V
を
防
止
せ
ん
と
し
た
記
載
が
存
す
る
事
で
、
旣
に
證
屻
出
來
る
：

_

が
0
;
,
次
：の
^
.
;ッ，カ

湛 

之
'
i

す
. 

る
個
人
的
な
麗
が
文
書
と
な
つ
て
淺
さ
れ
て
ゐ
る
事
に
よ
り
、
當
時

Q
一
 

般

市

民

：
の

經

濟

素

を

知

.る

に

警̂

-

當
時
£»
ッ
ブ
ル
市
が
商
業
都
市
^
し
て
北
方
の
..ア
タ
1
ド
人
と
南
方
の
シ
_::
ュ
^

ル
^
と
の
兩
民
族
:0
中
間
に
介
在
し
、
肩
.

Q

利

を

占
•



:
;市
代
6
:
.
土
'^
所
夜
並
测
地
誔
錄
..
.て

.'
:;.'

 

I
-.
':
ノ
へ
ニ
3
四)

.

た
め
.に
現
代
に
な
つ
て
.
學
#
か
此
刺
殿
の
理
沒
遺
跡
を
發
掘
し
た
結
果.、.

此
等
多
く
の
.文
献
を
發
見
し
て.當
時
.の
實
情
を
知
る
：事

.
'が
出
來
た
譯
で
あ
：る;-
<
>
.
' _
:
ゾ

ニ
'ッ
ブ
ル
市
が
當
時
の
文
化
的
中
心
で
あ
つ
た
事
は
？li
t
神
殿
：

H

收
め
た
契
約
文
書
の
集
積
の
吖
か
ら.ア
ツ
カ
ド
市
に
■
す
る
も
の 

を
發
児
し
た
.の
で
も
證
ず
を
事
が
出
來
や
ぅ'
0炎
の
奴
隸
鹫
買
の
文
献
は.其
の
一
：
例
^
^

,

1

-
サ
グ
、不
7
。一

、

ニ
ン
ス
ブ
ネ
o 

一
、
ニ
ン
；バ
ラ
キ
o
 

(

上
記
三
名
の
款
、
：及

)

銀
四
シ
ク
ル
三
分
の
：
一
、
カ

.

ウ
ド
ジ.
の.
鈒
六
'

 

■

靑
銅
，:

銅(

其
他
を
買
入
れ〕

ァ
ツ
力
：ド
市
の
銅
に
て
幾
引
計
算
し
、
ウ
ル
エ
ン
ガ

ル
‘
チ
ラ
よ
り

ナ
ム
タ
ル
ウ
ル
に
支
拂
を
結
了
せ
り 

即
ち
此
.文
献
がK

ツ
カ
ド
市
の
取
引
關
係
をI

不
す
も
の
で
あ
る
事
は
、
其
1#
:
の
銅
を
以
て.計
箅
し.
て
ゐ
る
事
で
も
判
る
.

が
、
或
は
此 

r
は

>»
fe
時
各
者
ft
*
に
異
つ
た
許
^
標
準
の
;«
貨
に
類
す
る
も
め
\
择
往
を
意
味
し
て
ゐ
るか
も
知
れ
な
い
o
尚
同
時
に
そ
^に

..

よ
つ 

て
取
引
さ
れ
た
銀 
> 脊
,

—

g
如
；き
も
-,
1y

プ
雨
に
淤
-c
i

例
證
に
よ
.つ
.て
?>
-
明

か

で

あ

も
0:
^

^

.

〉

■

. 

パ
.

此
稷
の
個
人
的
な
契
約
戈
献
が
ア
ツ
カ
ド
王
朝
時
代
に
旣
.に
_

ー
し
た
が
'
:之
に
次
ぐ
ウ
ル
王.朝
勃
興
時
代
に
2

ル
，市
の
隆 

.興

と

伴

っ

て

、

其

神

殿

杧

，
多

:<
之
：を
保
管
し
た
が
：、
其
土
地
所
有
又
は
農
業
關
係
を
窺
知
_し
得
べ
.き
材
料
も
頗
る
多
ぃ0
次
に
；擧
げ
る 

も
の
\
如
き
は
特
に
重
要
菝
濱
料̂
な
り
得
;<
<
ぎ
も
0;
:
.で.あ
る
0
:時
代
は
.恐
ら
：く
西
紀
前1|

千
二
、
三
百
牢
代
の
も
の
と
推
定
す
べ
き 

で
あ
ら
ぅ
。
而
し
て
、
之
：

P
A

m
h

l
.

氏
蒐
集
品
の)

1

で
、:
其
博
物
館
に
藏
せ
も
れ
る
も
の
で
あ
り
、
原
文
騰
寫
は

-pinches. T
h
e
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m
h
f
.
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に
出
で
ゐ
る
？

■
.
. 

V
.

.(

前
:
'略
^

合

^

1

ニ
ガ
ジ
1
0
〇
〇
サ
ル
に
て
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1
グ
ル
ニ
、四
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ガ
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V
.

へ
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:

:

ッ
.浍

：
サ

.

.牡
中
.の
飼
料
ー
八
〇
ヵ 

(

り
總
■■
-.

則
”

^
七
グ
ル
^

_

_

の
內
f

細

-
l

i

が
長
l

i

略
し
て
合
I

I

:

た
。
I

計
：I

菌

^
 ̂

各
面
1

ず

に

1
け
'5

へ
ヵ
ン1

.

平
掏
收_

 

U

T

、§

〇
I

.

IV
.

-

力

，
.
，
讀

平
. ̂

1

#
に

笔

:^
^

S
I
S

 

H

箅
は
略
さ
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
ぅ
か■

題

_

の
_

はf

な

く

實

收

龜

し

音

の

と
■

て
ょ
がI

I

:

 

之
に
據
つ
て
姐
に
土
地
一.ガ
ン
の
面
锴
に
於
け
る
篇
收
獲
量
をI

す
るま

：：

グ
ルl

:
s

丨

ヴ

了

ト

•
セ
ミテ
ィ
ッ
ク
傅
物
I

f

でIs
s
e
y
:

參

收

錄

い

念
^
 ̂

1
，

I

寫
さ
れ
て
ゐ
る 

ニ 

4

一
 

メ
>

.

に
■
力

}'グ
ル
ム
五
〇
ヵ
:^

至
.
ー
グ
ル
一
六
.〇
力
と
い
ふ
實
例
と
比
較
し
て
見
て
、
當
诗
の
土
地
と
收 

量
と
一
夫
ょ
I

f

れ
る
牠
價
の
平
均
或
は
露
等
.勤

す

る

趣I

確
に
I

.

べ
き
重I

資
料
であ
る

。

■

■■

一

リ

シ

'
i

ラ
テ
ン
時
代
以
來
腐
史
象0
.記

述

纏

萎

書

に
:4
;
る
'硏

究

隹

、
此
く
の：

如
t
直

養

*

, '
:!

杏

代

の

土

：
地

所

有

並

：
柳

地

記

.錄

.

:

- 

.A

H

(
i
l
n
m
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古
代
の
土
地
所
有
並
測
地
詆
錄

 

八

四

C

ニ
三
六)

-^
^
觸
れ
，̂c
シ
‘ュ
メ
ル
又
は
バ
ビ
.ロ
ン
の
文
酿
の
如
き
慎
値
あ
る
•も
の
を
利
用
し
#
な
か
つ
た
の
で
、
是
等
は
古
代
經
濟
史
、
古
代
社 

.會
史
等
.の
硏
究
方
法
の
上
に
重
大
な
る
意
義
を
附
與
す
る
，も
の
、と
い
は
，な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

•A• 

• 

'

西
紀
前
ニ
0
〇
〇
苹
前
後
に
バ
ビ
口
ン
市
に
所
謂
バ
ビ

a

ン
王
朝
が
樹
立
す
るや
、
曾
て
六
百
苹
前
に
、
ア
ッ
ヵ
ド
市
の
ア
士
ヵ
ド 

王
朝
の
第
一
王
サ
ル
ゴ
ン
が
此
地
方
全
體
を
統

1

し
た
や
ぅ
に
、
バ
ビ
ロ
ン
，王
朝
が
、
メ
ソ•ホ
タ
ミ
ャ
全
體
を
統|

し
.た
。
此
時
代
の 

文
七
は
前
時
代
の
シ
ュ
メ
ル
人
の
文
化
を
畏
く
消
化
し
て
燦
然
た
る
バ
ビ
ロ
ン
人
の
文
化
を
樹
立
し
た
。
殊
に
此
文
化
を
代
表
す

'̂
も 

の
は
第
六
王
パ
ム
ラ
ビ
に
よ.つ
て
發
布
さ
れ
た
所
謂
ハ
ム
ラ
ビ
法
典
で
あ
る
。

-

セ
^
典
に
於
て
、
耕
地
、.未
耕
地
、
搌
樹
園
、{七
地
、
家
屋
等
の
不
動
產
に
つ
き
皆
侗
人
の
所
有
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
■故
に
注
意
す 

べ
き
は
、
法
典
中
に
王
の
家
臣
即
ち
軍
人
又
は
役
人
，に
對
し
王
ょ
り
與
へ
る
と
こ
ろ
の
領
地
に
つ
い

.て
の
規
定
が
存
在
す
る
事
で
あ
る
。 

ib
©-
0
冬
の
は
世
襲
的
せ.あ
る
か
ら
寶
«

尙
事 

實
に
於
で
寶
鼠
^
行
は
ル
乾
か
、ヾ

叉
は
行
は
れ
を
醫.が
あ
0;
た
か
ら
、
へ
寶'«
が
行
は
れ
：る
場
合
は
、
，其
買
人
れ
者
の
全
損
の
下
に
其 

契
約
を
無
効
と
爲
す
と
規
宛
し
た

(

法
典
第
三
七
條)

今
條
文
の
眘
_
と
日
本
譯
と5:
'擧
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
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献
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榮
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な
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又
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と
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ゐ
る

o

倚
爆
合
に
ょ
つ
て
は̂

⑽
罾
等
を 

も
記
し
て
あ
:̂
^
、
力
ぅ
い
ふ
^
樣
で
あ
つ
た
か
ら
、
土
地

Q;

测
量
と
.い
ふ
事
に
就
て
も
早
く
發
達
し
て
ゐ
た-i
思
は
れ
る
。
算
數
式 

に
於
て
は
、
十
進
法
と
十

「

!■
法
の
：併
用
が
紀
元
前
四
千
年
代
に
於
て
旣
に
現
は
れ
て
ゐ
る
事
は
"
前
に
記
し
た
通
り
で
あ
つ
て
、
そ 

の
轉
0
细

識

が

意

外

に

早

く

か

ら

發

達

レ

て

，
ゐ

た

事

は

寧

：
み

驚

嘆

.に
價
.ひ
す
る
も
€>
で
あ
る
0

M
で
は
數
學
史
を
說
く
の
でI
な
い
か 

^
、
特
に
本
稿
に
主
題
と
な
つ
て
ゐ
る
土
地
許
測
に
關
す
る
文
献
を
擧
げ
る
事
と
す
る
。

此

地

方

は

、

マ

ラ

テ

，
ィ

み

河

と

チ

グ

リ

'ス
河
畔
に
樹
立
し.た
文
化
で
.あ
名
か
ら
、
知 

常
に
河
又

は
堀
割
等
を
中
心
と
し
：て
の
土
地fi
t
測
が
其
數
學
教
授
の
主
た
る
方
法4
な
^
て
.ゐ
た
0
-
.
次
.に
1

:
る
數
學
問
彌
0
記
錄
は
><
ビa

ン 

初
期
の
為
の
，■で
西
紀
前
ャ
|0)
〇
〇
年
頃
の
も
0"
で
^

4
。
.
.間
題
は
種
々
觀
雜
な
も0 

採
る
。.之
は
河
がr

養

分

流

し

肩

間

の

襄
§

題
で
あ
る
。
M
文

の

騰

寫

は
.oarl 

F
r
a
n
k
;

 

S
t
r
a
s
z
b
m
g
e
r

 

Keilschrifttexte”i

CJ;
w
m
n
e
r
i
s
c
h
e
l
;

 

■
und

'cr
a
b
y
l
o
n

tt-
c
h
e
r

 

S
p
r
a
c
h
e
. 

.
1
9
2
00
:
中
の
第
八
.圆
に
_ぁ

令

;.
:

:,'
.
: 

.

.

. 

.

:
s
a
g
.

 

' 

&
 

. 

i
n
a

tr
.
b
b
i
.
.
'
;
2
:

;-'
i
d

ベ 

3
0
.
sag. 

:
'
.
.
.
a
n 

.
'
6
0

X-
4 
十
.

3
0

 
く
.. 

a
s
a

Jq
.s:
^ ̂

.usq 

•
i
s 

l̂l
l
Jf
钹

、

p 

鞀

割

^
、

(1
1
斗

菌

tr
'.
N
.
.
u
II
H
d'
-
h
h
s
^
T
、

^
^

ki. 

eli 

s
h a
n

 

1
0

 

d
i
4
aQ
: 

.

■
F 、

'

3
v=
l

-淛^
.
'
J
b

 

-
.
1
0

之
を
意
譯
す
れ
ば(

此
胺
文
は
次
頁
の
附
圖
第

一
m

當
り
、
そ
こ
■の

原

文

，
に

も

譲

方

を

附

け

た

)

.兩
河
の
問
に
三
灼
形
の
地
域
あ
り\
上
部
の
幅
は
三
，〇
ガ
：，ン
な
り
、
此
地
.域
を
堀
割
を
以
て
中
斷
せ
し

が
、
此
下
部
は
上
部
ょ
り 

/

一
 
〇
ガ
ン
長
く
而
し
て
典
商
積
一
一
七
〇
サ
ル
な
り
。
然
_

上
部
地
域
.の
茴
積
如
何

と
い
ふ
事
に
な
：る
。
此
數
字0.
單
位
は
原
文
中
に
は
出
て
ゐ
な
い.が
、
是
等
の
中
*
長
さ
の
單
位
は
ガ
ン
：と
い
ひ.我
が
十
八
'尺
に
當
. 

る
と
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
此
一
ガ
ン
平
方
が-一
サ
ル
と
な
り
一
八
〇
〇
サ
ル
平
方
を
も
义
一
ガ
ン
と
.：

s

ふ
。
此
問
谓
の
理
解t
助
け 

る
た
め
に
原
文
に
は
圖
を
添
へ.
.、.三
角
形
の
.上
部
に「

三
0」

と
記
し
、又
、
下
部
面
積
の
中
に60

X
4
+
S
.

即
ち一

1七

〇

.‘
に

當

る

バ

ビ
卩
ン
式
社
葬
の
數
字
を
記
し
、
更
に
下
部
の
右
端
に

「

一
〇
_?<,な//
^j

と
附
記
し
て
あ
る
。
尙
此
問
題
の
答
べ
と
し
て
は
上
部
梯
形
の

.

.

. •
-

…

、
•
：

、

.

. 

* 

.
.
.
.
.

 

■*

面
積
が「

四
七
〇
，サ
ル」

と
な
る
の
だ
が
、
此
問
題
に
續
い
て
、
上
部
の
梯
形
地
域
の
面
積
四
七
〇
ナ
ル
な
る
を
知
り
て
、
下
部
の
三
灼 

-

真
の
土
.地
所
有
義
地
記
錄
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■.
.
:形
地
域
の
面
積
を
閒
ふ
問
題
が
あ*)
-
.、
.更
に
徵
雜
ギ
の
：は
、
此
種
の
 
ー
ニ
角
形
を
五
區
域
以
上̂
區
劃
し
て
各
タ
の
面
镇
を
知
る
と
い
ふ.

:■
が
如
き
問
題
が
直
ぐ
次
に
記
さ
れ.て
ゐ
る
b
. : 

V : 

:
:
.

ん
之
は
數
學
の
：問
镇
と
し.
.て
熱
ざ
れ
^
ゐ
る
.の
^
が

、
ー
此
バ
'
ビ

ロ
^

:

^

ょ̂
力.
ニ
三
亩
年
以
前
の
文
献
中
忆
實
際
：
0.
:土
地
の
：测 

*

計
算
方
法
が
出
で̂

る
が
、'ベ
之
は:il
l
を
以
て
承
す
の
：が
使
宜
で
あ■ら
ぅ
.
o
:
.
.

li
l
はB

.
l
o

 
■

^

¥

p

^
«

<D

、w

m

 
s

 
A
s
s
y

 

■

r
i
e
n
to
'

b

..̂
-
-o-
,
s
l 

s,.

ょ
り
引
用
せ
み
も
の
で
あ
る。

'

土

也

所

有

に

關

す

る

十：！

文

献

と

し

て

、

代

表

的

.な
もの

.
.
1

通
り
は
今
迄
擧
げ
た
。
然
：ら
ば.、
：
其
土
地
.所
有
形
態
.の
.
原

始

形

は

如

何
 

な
氏
態
で
、
そ
れ
が
如
何
故
る
狀
態
に
於$發
達
¥

«.
<>
:
た
加
と
い
ふ
事
^
重
要
な
問
題)

で
ば
あ
る
^

.

藤
丸
:̂

し
微
4
き
で
な
々〈

だ
か
ら
玆
で
は
&
分
の
古
代
社
會
史
硏
究
上
の
紱
果
か
ら
氣
た
土
地
所
有
形
藤
の
—
^

:始
社
會
人
類
が
，

一
の
集
圑
的
生
活
を
形.成
す
る
場
合
、
即
ち
新
た
な
る"ー
0
聚
落
を
形
成
す
る
時|

之
は
多
く
の
：場
合
此
集 

_
生
活
の
妒
い
ょ
ぎ
發
歡
狀
鳆
翁«0
る
：
も

の

：
で

^
を
％
、.
.私
-

場̂
合
ば
、
^

々
人
の
運
動u

な̂
ぐ
，
初
め
^
は
先
づ
や
は
り
翁
圃 

的
にT

宛
_
點

を

撰

ん

で

蒙

史

夺
.%
;
ゆ
'
如
<:
:
.弩
あ
.る
0

¥
 

朔
外
5
廳

费

宄

那

>̂
:邊
»-
ぬ

來

て

定

着
 

し
た
實
例
が
、
圯
他
ひ
*
»
に
屢々
見
え
て
ゐ
る
？
：尙
西
方
ア.ジ
：ア
に
於
て
も
,'
古
來
其
事
實
が
多
が
つ
た6
し
か
も
此#

は
，
遊
牧 

ら
菸
I
民
^
變
坐
レ
て
行
ぐ
■
:

ふ̂
.事
ぞ
0
み
游
べ
^
必
敷
电
浓
い
。'
_に
長
'い
^

握
を
有
す
る
と
、
：
文
似
人
た
る
社
會
組
織
を
有
す
を
わ
を
問
は
ず
、
共
-:
部
又
ば
全
部
が
、
他
に
檢
观
す
る#
い
^:
事
は
決
し
て
：珍
ら 

し
い
事
で
は
な
い0
'恐
ら
<̂
東
遠
か
^
永

遠

裏

、
：：永
劫.の
.祖
先
か
ら
遠
い
子
孫
各
、

一
定
の
土
地
に
住
し
て
動
か
な
い
な
ゼ

 
>
い 

.:
■
:

古
代
の
：土 

有
派
搬 

#
fa紙

：. 

:

,

.

,

■-
0

 

一
 

C
U
B
E
M
)

.



'

'
W
代
'
.の
：
土

塊

所

有

並

測

：
地

記

錄

.

.ti
'
l : 

、
,
i
,
5 

• 

ゴ

四

0
1

四
ナ)

ふ
車
が
歷
史
'^
-ま
ら
ぬ
以
前
か
ら
、.今
ま
で
に
艰
し
て
あ
り
得
た
か
と
考
へ
る
方
が
寧
ろ
早
道
で
あ
ら
う
。

:

,
介
れ
に
じ
て
も
、
か
う
し
た
移
動
な
り
、
新
聚
落Q

_
に
際
し
て
は
、
其
集
團

Q

大
小
は
時
に
ょ
つ
て
種
々
あ
る
で
あ
ら
う
が、’

薪
た
に
S

て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
坐
沿
根
柢
を
、
全

V

孤
立
し
た
單
な
る
一
個
の
人
間
が
之
を
爲
し
遂
げ
得
る
と
い
ふ
f

於
、
恐
ら 

く
不
.可
能
.に
»
す
る
で
お
ら
う
-.
'
0-
 

'
.
.
:
:
:

W 

. 

- 

• 

* 

. 

'
1

:-
•
.名

：I

!

填
合
、
'史
I

傅

承

ぢ
^

傅

承

は

、

此

權

ヵ

者

を

f

 
_

:
§

、
.ハ

蜜

と

f

祖
先
神
又
は
開
祖
と
し
孟̂
 ̂

我
.々
：宏

■

 

も
之
I
■
か
く
の
：如
き
英
雄
神
話I

:
て

暴

式
.で

受

蒋
I

要

は

な

ぃ

谑

代
的
社
會
制
度
を
背
景
と
し
て
生
れ
出
た
神
話
せ
あ
り
史
的
傳
承
で
I

が
、
之
に
.反
し
て
、‘新

生

活

の

建

設

は

、

か

、

る

時

代

？

 

(D
現
象
で
取
い
か
ら
で.あ
、る
o'
':
:
:
、
く
 

.

へ
原
始
時
代
I

て

地

、：•：
或

湯
f

集

圑

證

稂

據

を

開

拓

身

，一
摩
の
指
導
者
を
要
し
た
で
あ
ら
う
。
.
が 

然
し
ゾ
此
指
導
者
は
決
し
て
封
建
時
代
の
權
カ
者
の
如
I

の
5

_

-
氏
族
的
集
_
で
は
其
年
長
芩
部
族
的
集
團
で
ぽ
、
其
部

分
を
な
す
養
集
團
ょ
4

ば

れ

专Q

が
多
く
之
S

?

き

。
.
支

那

乃

至

な

爲

ロ

ン
Q

I

S
於

を

亦

奈
 

誤
り
で
な
い
事
を
證
明
し
得
るo
.
:
v
v
v 

::

バ
ズ 

，

"

S
ガ
シ
I

族
證
よ
り
以
前
の
集
團.の
形
I

張

を

ゐ

る

，

と
f

、
：：達

I

の

雰

に
よ
つV

繁
殖
し
.て
..來
S

:
定

集

團

な

身
^
^

ッ

贫

の

如

く

レ

て
>

«
ぬ
'--
-
*
;
定
地
域
が
生
.活
根
據
地
と
：し
て
撰
定
：さ
れ
た
時>
.旣
；£
ー
其
時
は
3

估
む
集
園
の
：用
役̂

當
..て
も
れ
た
最
勒
の
も
の
で
な
け:^
ば
^

&
ぬo

勿
論
其
場
合
”
此
土
地
が
其
集
團
の
所
有
土
地
な
り
と
は
末
だ 

考
へ
ら
れ9

ゐ
な
^
爷
あ
.ら
タ
。
.

「

所
有j

と
.い

ふ

觀

念

ょ

り

，
更

.に
非
常
に
單
純
な
原
始
的
：な
意
味
に
於
て̂:
,用
役
の
.對

象

.
た

る

事

が

意

に
上
.る
#
€>
も
の
' で
あ
ら
う
。
 

. 

,'ブ

1
:か
ぐ
丈「

我
等
め
住
钬
土
地」

と
1.
:
て
觀
念
す
.を
事
は
、
そ
れ
&
各
個
ん
の
所
有
i
觀
念
す
る
*'
と
：樣
恐
ら
ぐ
遠
い
、
の
一
で
あ
ら

う

。
、

, 

元
來
、
原
始
的
槳
團
の
部
分
を
敗
成
ナ
左
备
個
人
ば
、
ー
決
し
て
其
集

_
加
ら
獨
立
し
、
；又
は
集
幽
 

' 

そ
か
集
團
全
體
.の

使

用

土

地

め

動

，
し

て

そ

の

，
：
部

分

た

が

部

厨

が

•

■;
'
'
,
其
_
人
0
;み
へ
の
權
利
を 

叉
其
觀
念
す
ら
發
坐
し
て
ゐ
な.い
の
で
あ
る
o

'
.-
.
、

.

,

'「

所
布」

の
觀
念
は
，
土
地
と
い
ふ
や̂

^
共
甩
物
に
對
し
却
ば
客
戴
に
明
確
に
な
ら
な
：

S

が
、
個
人
的
使
舟
の
動
產
ぬ
類
ず
る
も
の.
 

に
對
し
て
は
比
較
的
早
く
潑
成
す
る
。
然
し̂

^

、
；

「

^

^
意
識
ち
る」

と
い
.ふ
蕻
は「

所
布
の
«:
實
0.
發
坐
1-
;
と
あ
.異
0'
-
て
ゐ
.る
’ 

即
货
意
識
比
事
實
<D
'
-.#
莅
办
：_
ぬ
齋
，坐
免
る
-°
:
-银
ぴ
な
が
ら
細
事
比-「

_

.
と
^

%事
實」

贫
、
：

(

其
物
を「

衡 

も
P

と
意
識
す
る
觀
念
の

4

に「

所
苞
と
い
ふ
事
實j

を
觀
念
化
せ
ん
と
す
る
論
：理
を
：否
定
す
る
事
と
.な
る
。
要
す
る
に
栽
で
は

「

所
有」 

,と
は
用
役
す
る
と
い.ふ
丼
第
實
を
語
る
も
の
ゼ
解
釋
じ
て
い
ム
の
で
あ
る
。
而
し
て
人
類
が

.集
團
と
し
て
.土
地
の
上
に
往
み
之
を
利
用 

ず

ふ

也
.^
ふ
_事
を
、バ
個
人
的
所
有0
先
決
襄
*:
-に
歸
1
§
^
ん
お
ず
を
思
.想
は
、
人
間
€>
;
集
_
组
§
を

無

視

し

抝

け

_

ば

成

立

し

得

な

い
 

論
理
で
あ
ら
う
。
此If
-は
"
其
土
地
を
利
用
ず5:
上
に
耍
す
.る

道̂
具」

の
使
用
に
對
し
て
も
同
樣
に
云
つ
て.い
、
赘
で
恭
る
:;
''!:ぐ」

？

技
.
傷
及
藤
象
$
齋
秣
等
辦
.茧
：龙
岑
#
同
用
虼
對
_
で
_
他

的

顯

_
念
か
^
聲
は
、嫌
條
斯
對
翁
爾
に
對
し
て\

場
"
•或S

對
立
的
な
立
場
が
生
じ
た
時
で
^.
け
れ
ば
、
多
く
現
ゆ
れ
て
來
な
W
O
'家
が一

1

つ
！̂

# ,
在
す
る
.時
に
、
其
撕
瓦
だ
區
腿
ず 

:

S

代
の
出 i

 
所
贫 i

 
測

舭

軋

縱

;
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:
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擎

(

15:
八)

る
た
め
に
、
又
村
が
ニ
つ
以
上
跖
來
た
時
に
、
其
各
々
を
區
別
す
る
た
め
に
、
地
形
其
他
便
宜
な
目
標
を
規
準
と
し
て
其
家
又
は
紙
落 

ボ
區
別
さ
れ
、
結
局
そ
の
稱
呼
が
其
家
又
は.村
落
乃
至
は
家
族
又
は
村
民
の
代
表
的
名
詞
と
な
つ
て
來
る
。

.

.

.
鳴
林
の
如
き
、
日
々
の
燃
料
、
時
々
の
悲
築
材
料
其
他
の
利

;fi
の
た
め
多
く
の
村
々

.が
同
時
に
；之
を
利
用
す
る
場
合
は
、
所
謂
後
代 

で
い
ふ
意
味
の
入
合
森
林
でI

、、そ
れ
は
ど
の
村
の
個
々
的
所
有
で
も
な
い
の
だ
が
、
其

‘
村
々
の
利
害
が
對
立
を
坐

b

た
時
、
共 

'入
合
と
反
人
合
の
竄
義
が

T
®

明
確
と
な
つ
て
來
るo 

:

:

If 

晴
 

|

 

- 

. 
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-

t

. 

:
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.

家
，̂

^
'^
其
相
^H
利
歡
が
對
^ '
し
^
^-
曝

に

^

自

他

か

區

リ
 

•
'
.寧
ろ
單
に
命
名
的
叛
：別_

ぎ

族

o:
:
■'
に

福

'

f

o

#明
確
な
.る
區
別
的
所
#
意

識

が

現

忠

寒

る

ダ

而

レ

產

顏

i

對
氣
物
の
所
有
的
偏
重
^

同
_

聽

外

の

偏

：重
と

し 

て
現
め
れ
て
來
る
。 

, 

:

H
E

分

餘

で

、
，
特

ぬ

「

槪

ヵ

備«

忘

ふ

1

_
を
使
敗
.し
:̂
が

之

患

妾

裳

鼠

紙

§:
_

少
じ
_

用

蒙

繁

，̂

1「

.甯」

と
は
、
支
那
で
の
原
始
的
意
義|:
-
.採
れ
ば
>
:植
土
け
ふ
襄
葉
そ
れ
自|1
1
;が「

片
重
%:
り
：

」

す
を
|
|
:
即
ち
偏
重
を
意
味
尤
る
，v

;;
'

.

彳 

さ
れ
ば
、
袭

、
：_」

と
い
ふ
事
そ
督
體
が
运」
し

き

為

マ

は
|
か
分
た
？
ぁ 

• 

し
てr

芒

‘か
ら
ざ
る」「

權
り
f

の」

即
ち「

狼
り
の
も
の」
、
：

「

借
り
；の
^
^
^

在
力
&
離
れ
て「

權.o-j

の
又
はr

假
り
し
：の
所
在
へ
後<>
て
行
つ
：系

.，然
る
‘に
、
«
後

畏

て

現

代

に

：至

る

ま

：で
一

- 

§

 

^

0

^

$

^
 
f

 

之
は
原
始
時
代
に
於
て
、
其
厮
始
社
會
0
中
心
弩
取
中
$

す

る

原

：始

的

意
_
が

失

ば

れ

て

如

ら

後

：の

見

解

.で

.ぁ0
で

、
，
權

道

の

(

時

$

、

，

勒
聽
0
時
代
<6
'

^

*的
社
會
的
形
態
0
時
代
的
觀
念
が
繼
承3:
れ
七
^
るQ

で
*>
:
る
，「

權」

：&

%
る
ゼ
述
0/
見
解
は
*
支
那
の「

杏 

_

i

_

mっ
七

：
办

る

：
用

語

ヒ

於

セ

.^'

.旣
に
带
以
：̂

^

觫

失

比

れ'て

ゐ

：
る9
%.
れ
ば(

共
宙
史
献
0 ,
氣

-製
ぱ
_
^;
レ
も
0'
.で
ぁ
^
ぎ
ら
で
^
る
-0
'

那̂
0
廐
始
社
會
の
：桃
究
は
、
是
等
の1!
1
文
献
欹
文
‘字
：通
め
膨
荐
み
^;
1>
-た
：6
^
:
^
/
到
®; 

ぢ
0
滅
酶
を
摑
仏
_

不
可
舱
货
ぁ
.る
9
' 

‘

>:
;

:ゾ 

‘

;-
'
次

匕

封

建

時

代

に

於

て

，

「

主

赛

：
と

は

時
.の
'權

カ
0-
.拿

握

者

に

外

な
&
.な

い
'

$
0
0
 

V
:
:
:
:
'

.,.

..
、「

：
,:
|

V

.

'

'

;

:
r
,

''
.
い

ぐ

へ
 

V 

-

「

王
4
の
.原

始

的

意

義

ぼ

、

_
那̂

の
«
例

秦
^
て

い(

ふ

と
'
玉
；<?
:
咦
 

重

族
.の

翁

年

霧

が

：
そ

.作k

當

を

。
ご
支
：
那

0.
取

文

献

め

「

王

夂

：
、
へ
^

る
の
は
、
そ
の
一
表
現
で
ぁ 

を
9
.此

11
系
^
族
0.
^:
長
老
は
、
«
血
族
中
.の
經
_

と
^
.で
；|

指̂
導
：の
：地
位
に
就’い
て
ゐ
：4

?

此
指
導
的
地
.位
t
い
ふ
韋 

味
は
、

典
血
族
內だ
け
|

で

ぁ

々

狀

の

言

藥

泫

は
’

; ^
所
^

亂

內

だ

を
1

尋

冬

へ
ぺ'

7

'
ペ
ィへ
く

.、

,
然
る
に
、
此
指
導
，的
地
位.な
るT
.
.

の
力
が
、
他
集
團
へ
も
及
ん
だ
時
、
そ
の
地
位
は
、
指
導
.さ
れ
る
他
0

集
團
か
ら
見
た
な
ら
ば
、 

そ
の
擀
罾
が
其
指
導
漭
の
所
風
集
圑
か
：ら
迤
_

し
て
.他
に
^

を
^

ぼ
す
と
：こ.
ろ
の
、「

中
拡」

を
«

な
：い
1

と
認
.め
ら
れ
て
來
る0

:で 

ぁ
る
。
之
れ
即
ち「

權
道」

の
一
疮
«

へ

に

ら

ず

、
此
權
道
が®

力
に
ょ
つ
て
：他
を
画
：迫
し
た
時*

そ
と
i
に
一
所
謂

「

權

ヵ」

の

發

生

と

な 

る
。，.而
し
て
此
權
ヵ
發
坐
に
ょ
つ
て
：現
は
れ
る
王
者
は
、
：断
に
其
原
始
的
意
義
の
王
者
で
は

.な
く
、
其
所
に
第
：ニ
義
的
の

「

王
：

」

が
生
ず
. 

る
。

つ
ま
ー
此
第
ニ
義
的
の
呈

」

と
ぼ
、'
原
始
的
な
が
ら
國
家
的
統
治
の
形
の^

£

ユ
< >
1

#」

：で
、̂

は

、

義
的
、
：原
始
的
血' 

族
集
團
に
於
け
る
王
苕
の
變
形
的
發
鹿
：の
形
霉
で
#
る
タ
'

.

-

?

.

J

-
1
1
1
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へ
'm
灌

圑

^
は
®
始
的
_
團

舊

導

者

は

、
，其
所
屬
集
倒
員
の
各
み
か
ら
、
各
：々
；の
：勞
働
：の
戎
银
を
徵
收
す
る

o

然
し
、
：義
 

:ー
指
鴿
者
自
身0

_め
^
は
汝
<'
巧

所

屬

團

霸

修
^
た
办
セ
あ
る
0
撕

あ
る
が
、
其
勞
働
は
圑
體
全
員
：の.！！f

.
し
て
の
念
で
お
り

' 
從
：つ
.て
、
其
結
實
を
利
用
す.る
事
に
、_

徵̂
收
の
_

蓄

.て
も
、
：
 

X
そ
れ
を
經
な
-
と̂
^
、
，
集

圑

全

體

：
の

た

：
め

&.
^
で
，
あ.る
.
，

、
;

 ̂

• 

- 

:

:

.

.

ソ

：

:

而
し
て
、
^
れ
等
.
集
團
^

^
と
^
で
、
、
，
«
に
其
上
に
形
成
せ̂

大
集
圑
又
ば
部
族'と
し(

て
も
亦
同
樣
な
關
係
に
あ
各
^
ぞ
が
ャ 

然
t
此
場
合
V

其
權
カ
が
S

r

i
的
權
ガ
し
2

編

ず

れ

ぱ

、
.其
偏
在
的
權
カ
备
外
迄̂

力
.

Q

恩
：®
に
浴
ず
る
_
が
尠
C
源
る
。

■ 

.  

, 

 ̂

.腐
始
的
國
家
に
典
7*
;

其

王

者

が

靉

を

，
布

.い
た
ゐ
^

す
る
i
令
■

寥

叉

ば

瓿

臌
t
中
促
ど
し
、■

を
主
體
.と

：
し”
：之
に
對
¥

.銃

.率
せ
沿
と
す
：る
傾
向
を
求1>
>
;兹
に
國
家
の
偏
在
的
權
カ0
型
炉
！

れ
て
'來
る
。
：へ
::
:

-

^

^

^

:̂:
.

」

:■
:

:

か《

る

場

合

、
，
其

偏

在

的

權

力

の

所

孩

f

放

り

出

さ

れ

て

'
ゐ

る

被

統

率

集

圑

は

、

自

己

集®

§

1
 

.力
：集

謂

の

：
手

：
に

ょ

々

て

黯

徵

收

.

f
れ

ぎ
o
,ー
然I

， 

此
中
心
勢
力
か
ら
、
全

然

離

脫

し
 

若

く

ばM

e:
ん

と

ず|

-0
が

あ

れ

ば".
>
'ぞ

れ

ヒ

對

す

る

中

心

勢

カ

：
は

、
：
自

已

の

：
要

が
た
め
に
、.へ
そ
の
獨
立
：せ
ん
善
る
集
團
を
遵
に
舊
地
位
に
止
め
ん
と
す
る
。
'此
'現
象
は
、
初
め
に
於
て
は
、
對
集
團
的
に
、
蒙
 

位
を
な
す
部
族
又
篦
族
に
此
童
®

が
加
は
I

s

、
.
.其
童
.
®が
> 
弱
少
集
郾
0
取

心

：ど

目

が

：け

て

镓

ざ

妆

る

：か

ら

、
.其

皱 

®
追
集
團
の
；內
部
が
#
心
か
ら
崩
壞
し
遂
：に
は
其
各
團
員
が
歸
勝
す
复
こ
；ろ
を
失
ひ
、
.單 

1

1人
.と
.し
.て
離
!:
レ、

ソ
其
黧
撖
力
集
團
に
細
屬
し
包
含
ず
ら
ル
る
：に
奢
か
、
：；今
迄
：の
；偏
在
的
權
カ
が
事
實
上

 ̂

ッ
：
'

,

.
.'
'
'rs
那
'に
於
け
石
血
族
的
，
原
始
的
封
建
制
は
周
代.に
於
.て
.漸
く
現
.は
れ
て
來
た
が
、
此
形
攏
は
歐
羅
巴
の
中
泄
期
的
封
建
，制
度
と
異 

づ

允

ゐ

今

；域
る
，場
洽
封
遍
僩
度
は
、
.'
自
已
.の
安
秦
:$
:
上
蜃
領
生
-^
»
憑
て
自
禮
セ
執
^
と

 ̂

g
 

Aれ
る
^
、k

は
第
1
:
1
_
的
勿
も
め
と
考
^
べ
洁
龙
ぁ
：る0疑

趣
し
其
他
.の
外
國
め
識
屬
關
係
に.之
：を
見
名
事
が
出
來
る;;
0
縣
し
支
難
(0
;
.卦
痤
僩
敗
0
原
始
形
態
.は

決

し

て

之

。
で

は

な

^

$

:上
稿
、
ぃ
 

姻

和
:£
:
'!
:

會
猶
濟
沌
擧
所
載「

支
鄉
原
始
；

s
#

形
瀨
&

び
飑
和
十
1
1ー
年
，--「

支
那
.の
原
始
社
#
形
態

;:

.小
_

次
^
涮

汰

的

汾

散

亦

適

屬

^

龙

-:
0
尨
.支
辦
で
对
炙
張
戰
國
時
代
セ̂

$

.土
地
.か
ち 

•

へ
集
ネ
;^
商
人
购
壯
'«
收
«
は
洛
::
:
|
>
の
が
多
<
な

.0
た

:,
0
終
^
な
が
：|

人

的

勢

ヵ

：
を

雜

.
0
屯̂

心

勢

ヵ

：
に

對

筇

し

'た

：
も

の

：
は

彼

等

.
で 

拟

な

镇

：-*
乃

儲

赞

や

重

臣
§
ユ
.部

：'0
ネ

の

で

尊

や

今

■

不

生

逮

掷

為

豪

奢

；
農

消

:^
龙

が

後

；
に

之
^
逆

に

庶

：
民

に
.貸

附

け

る.に
，
至<>
た

。
ぃ
シ
4
メ

：
ル'=
>
^
^
^

が

高

利'»
的

地

位

：
に

立
<>
た
の
%
將
に
之
士
同
ー
錬
で.ぁ
名
0 

、
:
':
J 

,っ：
然
し
、
西

方

ァ

夕

の

：經_

_
忙
於
て
胜
意
^
な
け
れ
ぱ
な
|

0
.は
'-
'
>
:
此
地
汝
の
：商
久
?>
^

係
が
.ぁ
つ
た
寧
で
あ
名̂

彼
等
は
攸
草
を
追
ふ
て
漂
泊
す
名
間̂
 

人
.々

と

會

す

：
み

や

其

所

で

物

；
々

交

換

^
行

泠

.
更 

被
游
び
次
#

地
方
.に
#&

て
へ釋

： .

霞

に

證

t>
尨
資
財
：̂
第
r
s

姐
被
等-
2
1
1
^
.

需.£§

で
-t
i
な
•

)

第
1
0-
.她
^

に

行

、つ

尤

交

換

す

ぺ

き

：，

^
豫

想

し#
る
^

品
^
ぁ

：9
龙

事
.で
..ぁ
：冬';
<
»
»行

動

呔

^

原 

始

的
:#
过

恐

ら4

_
ヴ
次
交
換§
.
必

需

品

中

の.廣

剩
1
次

；の

滩

方

に

て

交

を
^
^
:の
：で
ぁ>>
た

反

ぅ

が

、
、
そ

れ
.が
遂
^̂
^

.
:
.
’ 

Iめ
 

f
 着

聽

1

錨

へ

，
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代
の
：
土
他
^

 ̂並 

_

#;B
錄

：
：

：
l

o

o

o

T

5

j

>
 

trf
猶
變
じ
，て

.行
つ
；た
^
の
と
認
め
ら
れ
る
..
0

t

H

Tラ
ビ
ヤ
其
他
に
淺
つ
て
ゐ

W

隊
商
の
風
習
は
之
か
ら
來
た
も
の
：で
あ
る
。
此
隊 

商
は
旣
に
_西
祀
前
ニ
中
&
則
の
-記
錄
拓
現
は
れ
、.そ
の
時
代
の
バ
ビ.ロ
：̂

ハ
ム
ラ
ビ
大
玉
の
法
典
に
，
?>
-
明
か
に
之
に
關
す
る
.法
文
が 

制
宠
さ
れ
て
居
り
、.放
商
の
不
慮
の
災
禍
、
又
は
損
失
に
對
尤
る
保
護
政
策
な
'ど
も
採
つ
：：て
ゐ‘今

：

パ
.ビ
.
t«
ン

.^
於
け
る
商
人
の
^
稱
ダ
ム
.ヵ
：ル_ム
と
い
.ふ
語
が
元
：來
％.，
，'ヵ
片
人
0
語
で
大
«'
-羊
者
の
事
で
あ
る
が
、
，之
が
^
^
的
中 

介

:#
の
*

^
食

义
.後
祀
は
高
刺
貸
，
銀

顏

似

業

者0:
意
味
と
、な
づ
恕
。
：此
語
の
義
臾
的
變
化
が
其
任
務

て
.ゐ
名
;-
0
.
: 

, 

■ 

■

く
猶
^
て
け
馨
入
等
が
窟
馨
積
を
な
し
て
が
ら
泛
を
農
民̂貸
與
し
た
^
/
即
盡
段
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